
広島大学・附属東雲小学校・教諭

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－４１

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名

研究代表者

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１５４０１

複式学級における外国語活動年間指導計画の検討ｰ学習の質に着目してｰ

榎原　朱梨（ENOHARA, Akari）

研究期間：

２２Ｈ０４０７２

年 月 日現在  ５   ６   ８

円       370,000

研究成果の概要：複式学級における外国語活動年間指導計画の在り方について知見を得ることを目的に行った。
圧縮版複式学級外国語活動年間指導計画に沿った授業を受けた複式学級児童と，文部科学省作成の学習指導案に
沿った授業を受けた単式学級児童を対象に，聞き取りとスピーキングのパフォーマンステスト実施し，結果を比
較することで学習効果の検証を行った。研究の結果，複式学級外国語活動年間指導計画を用いた授業では，一単
元あたりの授業時数は単式学級に比べ，少なくなるが，２年に渡り，繰り返し学習を行うことにより，単式学級
児童と同程度の学習効果が期待できることが明らかになった。

研究分野：英語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
小学校英語教育において複式学級に関する研究は限られており，少人数学級であることや異学年がともに学習す
る環境であることなど複式学級ならではの特性を踏まえた年間指導計画の作成，指導の在り方など検討すべきこ
とが多くある。その中，複式学級の特性を踏まえ開発した「複式学級外国語活動年間指導計画」に沿った授業に
よる学習効果を検証した本研究は，今後の複式学級での英語教育において生かされる知見を得たという点で社会
的意義があるものと考える。
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※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 
小学校学習指導要領改訂に伴い，英語教育の教科化，時数の増加，低学年化されることとな
った。第３・４学年では，「聞くこと」及び「話すこと［やりとり］」，「話すこと［発表］」の音
声を中心とする外国語活動が実施されている。異学年がともに学ぶ複式学級においては，同単
元同内容同程度 A・B年度方式で授業が実施されることが多いが，英語学習初期段階である児童
にとって系統的な学習ができなかったり，転出した際に１学年分の学習ができなかったりする
ことが起こりうる。そこで，２年分の学習内容を１年に圧縮し，２年にかけてスパイラルに指
導する「東雲小版複式外国語活動年間指導計画」を作成した。しかし，本来２年で行う学習内
容を１年に圧縮することで，文部科学省が作成した学習指導案と比べ，授業内容の質の低下や
英語を聞いたり，話したりする量の減少が懸念される。 
そこで，本研究では複式学級における複式版年間指導計画に沿った授業を受けた複式学級児
童と文部科学省作成の学習指導案に沿った授業を受けた単式学級児童において，児童の聞くこ
とや話すことに関する学習効果にどのような違いが生じるのかについて明らかにし，複式学級
における外国語活動年間指導計画の在り方への知見を得ることを目的とした。 
 
２．研究成果 
（１）研究方法 
 本調査は，複式学級３年生児童（n=７）及び４年生児童（n=８）と，単式学級４年生児童（n=30）
を対象とした。複式学級では筆者作成の複式学級年間指導計画に基づいた授業（３時間），単式
学級では文部科学省作成の学習指導案に基づいた授業（５時間）を実施し，単元終了後に，教
員と１対１のやり取りをする方式で，聞き取りとスピーキングのパフォーマンステスト（全３
問）を行った。なお，スピーキングのパフォーマンステストでは，平叙文及び疑問文の発話に
ついてそれぞれ調査した。 
 
（２）研究結果 
 聞き取りテストでは，複式学級４年生児童全員，複式学級３年生児童７名中６名が全て正し
く聞き取ることができていた。一方，単式学級４年生児童は，30 名中 19 名の児童が全て正し
く聞き取っていた。 
次に，スピーキングテストにおける平叙文の発話では，単式学級４年生児童 30名中 18名の
児童が自分の力で完全な文章を発話できていた。また，複式学級４年生児童も８名中７名が自
分の力で完全な文章で正しく発話を行えていた。一方，複式学級３年生児童は，自分の力で完
全な文章で発話できていたのは，２名にとどまり，残りの児童は教員のサポートをもとに正し
く発話を行っていた。さらに，疑問文の発話に関しても単式学級４年生児童の 30 名中 24名，
複式学級 4年生児童の８名中６名が自分の力で正しく発話することができていた一方で，複式
学級３年生児童は，７名中３名のみが正しく発話できていた。 
これらの結果から，リスニングについては一単元あたりの授業時数が少ない複式学級の授業
においても一年目の学習で表現や単語を聞くということに十分に慣れ親しむことが可能である
ことが示唆された。スピーキングにおいては，単式学級４年生児童と複式学級３年生児童を比
較すると得点に差が見られた。このことから複式学級３年生児童は，教員のサポートがあれば
正しく発話することが可能であるが，自分の力で文章を正しく表出できるほど表現を定着させ
るためには時間が十分ではなかったと推察される。しかしながら，単式学級４年生児童と複式
学級４年生児童を比較した場合には，得点に大きな差がなかったことから，一単元あたりの授
業時数が単式学級での授業時数よりも少なくても，２年に渡り，繰り返し学習することで十分
に表現を定着させることが可能であることが分かった。 
以上のことから，複式学級外国語活動において２年の学習内容を１年に圧縮した複式学級年
間指導計画を用いた授業においても，２年に渡り，繰り返し学習を行うことで，単式学級での
学習と同じ学習効果が期待できることが明らかになった。しかしながら，本調査は，調査人数
が限られており，一単元における学習の効果を検証した調査であった。今後は調査人数を増や
したり，一単元にとどまらず長期に渡る比較調査を行ったりすることで，複式学級におけるよ
りよい年間指導計画の在り方，指導の在り方を引き続き検討していきたい。 
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